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研究成果の概要（和文）：本科研では八丈町民と八丈町教育委員会の協力を得ながら、八丈町内５地区で、動植
物語彙を中心に446項目について地区ごとの方言名、生活での役割等について調査し、全項目カラー写真付きの
『八丈語の動植物語彙調査報告書』を作成した。また、八丈町内５地区の方言による民話（「欠け皿」「たなば
たさま」「人捨て穴」）の字幕付き動画を作成し、DVDにして各所に配布した。語彙調査や録画作成には地元の
方たちの協力を得ることで八丈語の価値を再確認してもらうことができた。また、簡易版の方言文法書を作成し
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, with help from native islanders and the Hachijo Town Board of
 Education, I  investigated the everyday importance of the Hachijo dialect names of 446 vocabulary 
items related to flora and fauna at all the five Hachijo localities, and compiled a report Flora and
 Fauna Vocabulary in the Hachijo Language, all the items fully ilustrated with color photographs. 
Also, I created a captioned video of three folktales, Kakezara, Tanabata-sama and Hitosuteana, 
spoken in the subdialects of the five localities, whose DVDs I have distributed to all relevant 
persons and institutions. Through the help I got from local people I have recomfirmed the value of 
the Hachijo language. Additionally, I have written a ‘Hachijo grammar for every one’ book of the 
local dialect.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ユネスコにより消滅の危機に瀕した言語とされた八丈語の記録保存継承作業は重要な意味を持つ。本科研では動
植物語彙の方言名だけでなく生活のなかでの役割なども詳細に記録することで、血の通った生きた方言として後
世に伝えていくべき資料とした。また、これまで１地区のみだった民話資料について、島内５地区の方言で動画
を作成し、記録保存継承の貴重な資料とすることができた。さらにこれらについて２度にわたり報告会を行な
い、地元の方たちに研究成果を公開した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 2009 年に行なわれた「ユネスコの発表」以来、八丈町においても八丈語の記録保存継承につ
いての意識が高まり、町の教育委員会が中心になって学校教育などのなかでさまざまな取り組
みをおこなってきた。しかし、予算的、人的な限界もあって、思い描くような対策、対応が取れ
なかったというのが現実であったと思われる。そうした中にあっても、八丈語の話者は年々確実
に減少を続け、それによって八丈語の濃度も徐々に薄められ、まさに消滅の危機に瀕した状態が
深刻さを増していた。 
 研究代表者の八丈語に対するこれまでの取り組みを背景に、地元住民や教育委員会の熱意も
相まって、地元の人たちと共同作業をおこないながら八丈語の記録保存活動をおこなうという
体制ができあがった。 
 
 
２．研究の目的 
 
八丈語は奈良時代の関東周辺で使用された古風な日本語の姿を現代にとどめるきわめて

貴重な言語である。現在、八丈語の母語話者は急速に減少しており、いまここでしっかりと
した対応をとらなければ、この貴重な言語はそう遠くない時期に確実に消滅するだろう。八
丈語の保存継承は地元に暮らす人たちのアイデンティティの確かな継承を支えるだけでな
く、今後の日本語研究や日本語史研究にとってもきわめて重要な意味を持つ。 
本研究は、2009 年にユネスコが示した消滅の危機にある言語としての八丈語の総合的な

保存継承を目的として、保存のために幅広い分野の言語資料を収集して電子化し、継承のた
めにおもに学校教育等で活用するための文法教科書や教材を開発する。また、過去に作成さ
れた語彙集などを最大限活用して語彙数を増やしながら、詳細な記述を加えた方言辞典を
編纂するための基礎を形成する。 
 
 
３．研究の方法 
 
八丈語による民話や談話などを５地区の音声や映像で記録する。八丈町は旧５か村から

なるが、地区ごとに発音が明確に異なり、大きく３地区に分類される。これまでにも民話な
どの音声･映像記録はあったが、その分量の多くは代表者が過去に記録してきた八丈町三根
地区のものに大きくかたよっていた。これらの記録をもとにして、そのほかの地区の発音で
も記録することで、全体的に地域的なバランスのとれた音声映像資料にする。  
具体的には、島に伝わってきたさまざまな民話を自由にそらんじることのできる話者は

もはやほとんどいないと思われるので、既存の三根地区の民話を他地区の表現に修正し、そ
れをその地区の話者に語ってもらい、音声や映像として保存する。 
こうした電子化データは、気軽に、だれにでもかんたんに利用できるようにしておくこと

がきわめて重要であるので、この点についても十分な配慮、検討をおこなう。 
同時に、八丈語辞典の編纂に着手する。この土台となるデータは、既刊の方言集や民話、

談話の資料から作成するが、このほかに、協力者の當山が中心となって動植物の方言名など
を、映像を使用して現物を確認しながら、その用途などもふくめて語彙記述を豊かにしてい
く。また、和田が中心となって民俗語彙の収集と意味記述をおこなう。 
辞典に収録される語彙については、分担者の狩俣が中心となって行われている琉球諸語

研究の膨大な成果にならいながら、すべての語彙と例文を５地区の音声で記録する。 
 
 
４．研究成果 
 
本科研では八丈町民と八丈町教育委員会の協力を得ながら、八丈町内５地区で、動植物語彙を

中心に 446 項目について、映像を見ながら地区ごとの方言名、生活のなかでの役割等について調
査し、全項目カラー写真付きの『八丈語の動植物語彙調査報告書』を作成して、話者や学校、図
書館などの各所に配布した。 
また、八丈町内５地区の方言による民話（「欠け皿」「たなばたさま」「人捨て穴」）の字幕付き

動画を、地区によっては複数作成し、町教育委員会の協力を得ながら DVD にして話者や学校、図
書館などの各所に配布した。 
また、八丈の生活文化において重要な位置を占めるサトイモについて、方言的な意味合いを越

えた多角的な分析を試みた。 
語彙調査や録画作成には地元の方たちの協力を得ることで八丈語の価値を再確認してもらう



ことができた。また、簡易版の方言文法書を作成した。 
ユネスコにより消滅の危機に瀕した言語とされた八丈語の記録保存継承作業は重要な意味を

持つ。本科研では動植物語彙の方言名だけでなく生活のなかでの役割なども詳細に記録するこ
とで、血の通った生きた方言として後世に伝えていくべき資料とした。また、これまで１地区の
みだった民話資料について、島内５地区の方言で動画を作成し、記録保存継承の貴重な資料とす
ることができたが、これらの作業を通して、地域住民の方たちの「消滅の危機に瀕した八丈語」
に対する意識を高めることができた。さらにこれらについて２度にわたり現地で成果報告会を
行ない、地元の方たちに研究成果を公開した。 
今回の成果は、八丈語の記録保存継承の活動の一歩であり、これらの研究成果をもとにしつつ、

八丈語の記録保存継承の活動を、研究者と地元の人たちが協力しながら今後さらに推し進めて
いく必要がある。 
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